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株式会社ミライト情報システム（本社：東京都品川区、代表取締役社長：岩佐洋司、以下：ミライト情報システム）は、

開発サイクルの短期化、運用・保守の効率化を実現するソリューション「Rapid Mobile Solution」が、住友電気工業株式会社

（本社：大阪府大阪市、社長：松本正義、以下：住友電気工業）のグループ企業向けモバイル・アプリケーションのシステム

開発環境に採用されたことを発表します。 

 

グローバルカンパニーである住友電気工業では、「楽々FrameworkⅡ」を使用した、スマートデバイス向けWEBアプリケーションを

開発し、グループ企業の社員向けに展開していますが、スマートデバイス固有の機能を活用したアプリケーションの必要性を感じて

いました。 このニーズに対し、同社は、迅速にかつ高品質なモバイル・アプリケーションの提供を実現するためのソリューション導入を

検討し、「Rapid Mobile Solution」の採用に至りました。 

 

同社は、「Rapid Mobile Solution」の採用により、モバイル・アプリケーションの開発生産性向上や運用・保守費用の削減を

はじめとするシステム開発の改革に加え、従来、社内に限られた業務をお客様先や自宅等の社外で遂行可能とした、業務プロセ

スやワークスタイルの変革を目指します。 

 

 

【Rapid Mobile Solution とは】 

「Rapid Mobile Solution」は、日本アイ・ビー・エム株式会社（本社：東京都中央区、社長：マーティン・イェッター、以

下：日本 IBM）がモバイル開発基盤「IBM® Worklight」を提供、住友電工情報システム株式会社（本社：大阪府大阪

市、代表取締役社長：白井清志、以下：住友電工情報システム）が同社のWeb アプリケーション開発基盤「楽々

Framework II」を提供し、ミライト情報システムが両製品を統合することによって、様々なニーズに対応したモバイル・アプリケーシ

ョンの高速開発を実現するものです。 

 

主な特長は下記の通りです。 

（１）コーディングレスでの高速開発 

「楽々FrameworkII」の部品組み立て型開発を活用することで、コーディング量を最小限に抑えた開発が可能になり

ます。これにより高品質かつ高速なモバイル・アプリケーション開発を実現します。 

 

（２）スマートデバイスの固有機能を簡単に活用 

スマートデバイスのカメラ、GPSなどのデバイス固有の機能との連携機能があらかじめ準備されており、例えば、スマートフ

ォンで QR コードを読み込んで入荷登録するようなアプリケーションを容易に開発できます。 

 

（３）Webアプリケーション、ローカル処理、両方に対応 

オンライン、オフライン両方に対応できるハイブリッドアプリケーションを開発することができます。例えば、倉庫での入荷登

録など、処理時に電波が届かない可能性があり、高レスポンスが求められる業務アプリケーションをローカル処理として開

発し、結果をサーバにWeb アプリで送信するような業務アプリケーションもシームレスに開発が可能です。 
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（４）１つのソースコードによるマルチデバイス対応 

多種多様なデバイスへの対応はモバイル・アプリケーション開発の大きな課題です。「Rapid Mobile Solution 」では 1

つのソースコードで、iOS と Androidなどの様々なバージョンのデバイスに対応したプログラムを開発することが可能です。

これにより開発フェーズだけでなく、保守フェーズにおいても大きな効率化を実現します。 

  

ミライト情報システムは「Rapid Mobile Solution」を SI コアとして、SIサービスを提供するとともに、今後

は、他の SI ベンダーに販売することも進めていきます。 

以上 

 

※1） 

「楽々FrameworkII」はシステム開発を短期化する Java ベースの部品組立型業務システム開発フレームワークで、高いアプリケー

ション開発生産性が特徴です。 

※2） 

「IBM Worklight」はモバイル・アプリケーションの開発・実行・管理基盤であるモバイル・アプリケーション・プラットフォーム

（MEAP）で、デバイス固有の機能を活かしながらマルチプラットフォームのアプリケーションを開発できます。 

 

楽々Framework は、住友電気工業株式会社の登録商標です。 

IBM、IBM ロゴ、ibm.com、Worklight は、世界の多くの国で登録された International Business Machines Corp.の商標です。

他の製品名およびサービス名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合があります。現時点での IBM の商標リストについ

ては、http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。 

Javaおよびすべての Java関連の商標およびロゴは Oracleやその関連会社の米国およびその他の国における商標または登録商標で

す。 

 

 

 

＜報道関係者お問合せ先＞ 

 

ミライト情報システム エンタープライズ営業本部 西日本営業部 花嶋 

TEL 06-6446-3358 FAX 06-6339-0172 mail：hanajima.ryouko@mirait.co.jp 

 

日本 IBM 広報 小林 Tel: 050-3149-2095（直通）03-3808-5120（広報代表） 

email：KMAMORU@jp.ibm.com 

 

住友電工情報システム ビジネスソリューション事業本部マーケティング室 下蔵 

TEL 06-6394-6754 email：shimokura-hirofumi@gr.sei.co.jp 

 

 

 

＜お客様その他のお問い合わせ先＞ 

 

missales@miraitsystems.jp 
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